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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトは，臨床で実際に使用されている神経心理検査の

心理測定学的基礎に関する，大学生を対象とした一連の実験的研究である。その結果，（1）記

憶や注意の検査の反復による練習効果の性質を明らかにしたこと，（2）神経心理検査の成績に

及ぼす利き手や使用手の効果に関する基礎的なデータを収集したこと，（3）臨床場面において

利き手を決定方法する方法について示唆的な研究結果を得たこと，(4)健常者の空間性注意の性

質に関する新しい知見を報告したこと，（5）身体イメージの測定法についての基礎データを収

集したこと，等の成果をあげることができた。 

 
研究成果の概要（英文）：This research project consisted of a series of experimental studies 
about the psychometric foundations of clinical neuropsychological assessment using 
Japanese student samples. The main results are as follows: (1) we clarified the property 
of practice effects in memory and attention test performance, (2) we collected the 
normative data about the effect of handedness and hand-used on the performance of 
neuropsychological tests, (3) we obtained the suggestive data about the method for 
determination of the handedness in the clinical setting,（4）we reported some new findings 
about the property of visuospatial attention in healthy adults, and (5) we collected the 
basic data about different methods for assessment of body image. 
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１．研究開始当初の背景 
 認知症，高次脳機能障害，発達障害などの
脳の損傷や機能不全に起因する認知機能の
障害を主症状とする疾患群は，単に医療の問

題の範囲を越え大きな社会問題となってい
る。これらの疾患・障害に対しては医師，リ
ハビリテーション関連職種，心理職，福祉職
等によるチーム・アプローチが主体となるが，
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それらのチーム内における心理職の重要な
役割の一つが，神経心理学的な検査を使用し
た高次脳機能のアセスメントである。 

欧米においては，高次脳機能のアセスメン
トは大学院で心理学を学んだ後で専門のト
レーニングを受けた臨床神経心理学者が主
な担い手となって発展してきた。それに対し
て，この領域についてのわが国の心理学者の
関心は低く，むしろ必要に迫られた現場の医
師（神経内科，リハビリテーション科等）や
関連領域のセラピスト（言語聴覚士，作業療
法士等）によって，海外からの輸入・翻訳使
用が行われてきた経緯がある。 
 そのため，臨床の現場で使用されている神
経心理検査の中には，その理論的基盤が曖昧
なままであったり，妥当性や信頼性が十分に
確認されないまま，いわば直訳的に使用され
ているものが少なくない。また，健常者や各
疾患の披検者の日本人の基礎データがない
ために，実際には検査者が経験的に評価せざ
るをえない検査も多い。 
 このような状況が，認知症，高次脳機能障
害，発達障害等の原因や病態の解明，治療を
進めていく上での大きな妨げとなっている。 
 
２．研究の目的 
このような現状を打開する一つの方策は，

心理学者によって発展させられてきた心理
測定や心理テストの理論に立脚し，高い信頼
性や妥当性を備えた新たな標準化検査を開
発することであるが，それが研究レベルで成
功したとしても，実用レベルで普及させるこ
とは容易ではない。また，開発には多くの時
間や労力が必要である。 
それに対し本研究の代表者は，むしろ臨床
現場で現在頻繁に使用されている神経心理
検査について，日本人のさまざまな年齢層の
健常者や，疾患・障害群の患者での信頼性，
妥当性の検討，基準データの収集・整備，最
新の認知科学・神経科学の知見や理論との対
応等などを研究した方が実用的であると考
え，今回の研究プロジェクトを企画立案した。 
 
３．研究の方法 
 一連の研究のほとんどは健康な大学生のボ
ランティアを対象とした実験的研究である。
すべての研究は愛媛大学教育学部特別支援
教育講座の検査室で実施された。なお，一部
の研究は愛媛大学大学院教育学研究科特別
支援教育専攻の大学院生との共同研究であ
る。全ての研究は公益社団法人日本心理学会
の倫理規定に準拠して行われた。 

研究の内容は，（1）神経心理検査における
練習効果に関するもの，（2）神経心理検査に
おける利き手の影響に関するもの，（3）自己
身体を含む空間情報処理とその障害の評価
方法に関するものに大別される。 

 
４．研究成果 
（1）神経心理検査における練習効果に関す
るもの 
a)複雑図形検査における練習効果に関する
研究（論文⑤，論文⑦） 
Rey-Osterrieth 複 雑 図 形 検 査 （ Rey- 

Osterrieth Complex Figure Test）等の複雑
図形を用いた視空間認知・記憶検査を臨床で
使用する場合には,反復実施による練習効果
が問題になる。 
Meador ら(1991;1993)のジョージア医科大

複 雑 図 形 (Medical College of Georgia 
Complex Figures)は,同程度の難易度を持っ
た 4種類の図版を使用することで練習効果を
統制することを目的に開発された検査であ
るが,この検査を使用することで実際に練習
効果を統制することが出来るかどうかにつ
いての検討は実際にはほとんど行われてい
ない。 
そこでジョージア医科大複雑図形から特

に難易度が近い 2 つの刺激を使用し,大学生
に 1ヶ月の実施期間で 2回の検査を実施した。 
その結果，同じ図形で検査を行った対照群

では練習効果が生じたが，刺激を変更した実
験群では有意な練習効果は認められなかっ
た。 
また，この研究を実施するための予備的研

究として，ジョージア医科大複雑図形の模写
と再生の成績について，意図学習の効果（図
形の模写時に記銘するように教示される）が
生じないことを確認した。 
 

b)標準注意検査法の短期反復実施における
練習効果（学会発表④） 
 2008 年に日本高次脳機能障害学会から公
刊され，高次脳機能障害の臨床での使用が増
加している標準注意検査法（CAT）を,大学生
に 1 週間の間隔で 4 回実施し,検査の信頼性
と練習効果を検討した。 
その結果,多くの下位検査課題で練習効果
が認められたが,1試行目と2試行目の間にの
み練習効果が生じるものと,4 試行を通して
徐々に成績が向上するものがあった。 
また, Continuous Performance Test（CPT）
のように試行を重ねることによりむしろ成
績が低下する課題があることもわかった。 
  
（2）神経心理検査における利き手の影響に
関するもの 
a)Rey-Osterrieth 複雑図形検査における使
用手の効果（論文③，学会発表⑦） 
片麻痺などにより利き手が使用できない

患者の場合,非利き手で神経心理検査を行う
ことがあるが,その結果の解釈には注意が必
要である。 
この研究では Rey-Osterrieth 複雑図形検



 

 

査を,非利き手(左手)で実施した場合に利き
手と同等のパフォーマンスを示すことが可
能かどうかを,右利きの大学生を対象として
検討した。 

その結果,模写課題の成績は左右どちらの
手でも変わらないが,模写課題を左手で行っ
た場合には再生テストの成績が低下するこ
とを発見した。これらの結果について，視
覚・視空間情報処理における脳のラテラリテ
ィや注意資源の配分の観点から若干の考察
を行った。 
 
b) 神経心理検査における利き手の決定法
(学会発表①) 
 利き手の決定法には，片手で運動や動作を
する際に好んで使用する手を尋ねる方法（作
業偏好性）と，運動課題の左右の遂行成績を
比べる方法（動作遂行優位性）がある。 

この研究では 128 名の大学生に，利き手の
代表的な質問紙であるエディンバラ利き手
検査（EHI）と 5つの片手作業課題を実施し，
作業偏好性と動作遂行優位性の関係を検討
した。 

各作業課題のパフォーマンスの左右差を
独立変数，作業偏好性（EHI のラテラリティ
指数）を従属変数とした重回帰分析（ステッ
プワイズ法）の結果，ドット打ち課題，タッ
ピング，ペグボード挿しの組み合わせが作業
偏好性を最も良く予測することがわかった。 
 
c)腕組み・指組みの左右偏好と利き手の関係
(学会発表②) 

旧ソビエトの神経心理学者で，多くの戦傷
による脳損傷者の治療を行った Luria, A. R.
の古典的な研究以来，潜在的な利き手傾向を
反映している可能性が指摘されている腕組
み，指組みにおける組み方（どちらを上にす
るか）と，一般的な質問紙（エディンバラ利
き手検査）で測定した利き手の関係を，日本
の大学生 352 名で検討した。  

その結果，特に腕組みが左上，指組みが右
上のパターンを示したグループで左利き傾
向が高い可能性が示された。 

 
（3）自己身体を含む空間情報処理とその障
害の評価方法に関するもの 
a)左右識別能力とその測定法に関する研究 
(論文①，論文⑥，学会発表⑥) 

左右識別課題は,脳損傷や発達障害などの
評価に有用とされているが,わが国では標準
的な検査方法や,成績の基準値は定められて
いない。 

そこで実用的な検査法を開発するための
基礎データとして,大学生の左右識別能力と
その個人差を,パーソナルコンピューターを
使用した 2種類の課題によって測定した。 

また,それらの結果と，他の認知機能検査

の成績の関係を検討し，左右の識別能力の個
人差に，言語操作（左右のラベリング）と，
心的回転（mental rotation）という２つの
要素が関与していることを確認した。 
 
b) 空間性注意の測定法に関する研究（論文
④，学会発表③） 
脳損傷による方向性注意障害(半側空間無

視)の簡便,かつ感度の高い検査として臨床
現場で多用されている線分二等分検査を用
いて右利き健常者(大学生)の方向性注意の
性質を検討した。 
その結果,右利きの健常者には左空間への

注意のバイアスが存在すること,ただしその
傾向は弱いものであり刺激の形態や配置に
よって容易に影響されることが分かった。 
 
c)自己身体のイメージの測定法に関する研
究（論文②，学会発表⑤） 
脳損傷者や発達障害者の身体イメージを

評価するための予備研究として,大学生を対
象とした複数の実験を行った。 
身体距離（体の部位の大きさの自己評価）

に関する実験では，Shontz，F.C.の直線法に
よる測定装置を作成し，身体距離と日常物品
の大きさの評価の比較を行った。 
その結果，日常物品の大きさはほぼ正確に

評価されたのに対し，身体距離では部位によ
って正確さに違いが生じ，両者に異なる評価
基準が存在する可能性が示された。 
自己の身体部位と他者の身体部位を同定

する能力の検討では，自己の身体部位の写真
を他者の身体部位と混ぜて呈示し，それを選
び出すことが難しいかどうかを，女子大学生
31 名を対象に検討した。 
その結果，手と足に関しては先行研究とは

異なり，高い正確さで自己の同定が可能であ
ることが示された。 
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